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本冊子「R.B.T」は、研究者（R）とビジネス（B）を

つなぐ高度な技術（T）を皆様に御紹介するため

制作いたしました。福島県が誇るロボット関連技

術の数 を々どうぞ御覧ください。

つながる技術、つながる人



パートナーロボット I-PENTAR（福島大学）



　R・B・TのVol.2を、昨年に引き続き皆さまにお届け

できますことを、心から嬉しく思っております。この冊

子は、ロボットに関連する特徴ある技術を有する福島県

内の企業さんを、広く皆さまに知っていただくために企

画・制作されています。

　今回の冊子では、掲載した全ての企業を、見開き2ペ

ージでたっぷりとご紹介させていただきました。また今

回初めて、ドローンを中心に県内のロボット・ビジネス

を引っ張っていらっしゃるイームズロボティクスの辺見

社長にご協力いただいて「メイド・イン福島のロボット

を目指して」をテーマに対談をさせていただき、その記

事も掲載いたしました。

　この冊子の第一の目的は、いま現在、ロボットの開発

をされておられる研究者・開発者の方々に、皆さまのア

イデアを形にするために必要となる技術をお持ちの企業

を発見していただくことです。ですので、この冊子に

は、各企業の「特徴ある技術」が紹介されています。是

非、皆さまの良き開発パートナーを見つけていただきた

いと思います。そして、第二の目的は、福島県内の企業

同士での横のつながりを作っていただくきっかけ作りで

す。同業種であれば互いの情報をそれなりにお持ちだと

思いますが、異業種となると途端に関係が薄くなってし

まいます。ロボットは複数の技術の集合体です。自社の

技術と異業種の技術を組み合わせることで、新しくそし

てユニークなロボット部材が生み出されるかもしれませ

ん。そんなことを期待しています。

　2017年５月に発足した「ふくしまロボット産業推進

協議会」の会員数も、設立当初の196企業・機関から

2019年１月末時点で310となっており、１年半の間に1.5

倍以上に増加しております。また、ビッグパレットふく

しまを会場に開催されている「ロボットフェスタふくし

ま（航空宇宙フェスタふくしまと同時開催）」も、第４

回となる2018年の来場者数が9,600人（主催者発表）と

大盛況で、かつその数を順調に増やしております。当日

は、多くの親子連れの方々にもご来場いただいており、

福島県がロボットの分野で大きく発展しようとする機運

の高まりとすそ野の広がりを感じます。

　今年度の「ロボット部材掘り起こし隊」の活動を通し

て、福島にはまだまだたくさんの、特徴あるかつ高度な

技術をお持ちの企業がたくさんおられるということを改

めて強く感じました。この冊子が、ロボットに関心のあ

る全ての皆さまにとって、有用なものとなることを願っ

ております。

　最後に、この冊子の制作に御尽力いただいた全ての関

係者の皆さまに、厚く御礼を申し上げます。

 http://www.rb.sss.fukushima-u.ac.jp/
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他社との技術協力や産学連携で
不可能を可能に
　世界最小部品の電極を安定してはんだ付けするため、治

具にこだわり社内独自の規格基準を設定し、専門企業に製

造を依頼している。装着する基板についても表面条件を分

析し、実装の妨げとなる要因を排除。基板メーカーととも

に新たな基準を設けた。また部品の軽量さゆえに安定しな

い装置精度を、装置メーカーとの協議により自社開発装置

と合わせた最適化を図った。このように自社での技術開発

に加え、実装に関する装置メーカーやセットメーカー、さ

らには部品メーカーと技術協力関係を持ち、多方向から技

術アプローチをすることで高品質の製造を可能にしている。

　部品内蔵基板は、前述の技術を応用した製品だ。基板整

形前に超小型部品を狭隣接で実装し、その後基板を整形さ

せるという新しい方法を採用。戦略的基盤技術高度化支援

事業（サポイン事業）および国立研究開発法人科学技術振

興機構（JST）事業の活用、国立研究開発法人産業技術総

合研究所（産総研）の協力により、半導体に匹敵する部品

内蔵基板型インターポーザーの製造に成功した。この産学

連携も同社のポテンシャルを支えている。

　0402部品（サイズ0.4m㎜×0.2㎜）までの交換を、なんと

手作業でできる匠の技を持つ技術者がいるのも強みだ。こう

した技術者は製品検討の際の技術上の助言も行っている。今

後ますます電子化の進む車載製品の製造を事業の柱として続

ける傍ら、IoTの中心となるであろうウェアラブル製品開発

のサポートも行い、さらなる進化を目指している。

急激な小型化への要求に
期待以上の製品を提供
　株式会社アリーナは高精密電子デバイスを製造する会社

だ。1970年に携帯電話に代表される高周波デバイスの組み

立てを委託されて以来、その急激な小型化への要求を受け

電子部品の精密組み立てに挑戦してきた。

　特に注目すべきは電子部品の表面実装技術で、世界最小

と言われる0201部品（サイズ0.25㎜×0.125㎜）の実装を

世界に先駆けて実現。さらに部品間隔の狭隣接搭載に挑戦

し、世界最高レベルの0.05㎜の隣接間を可能にした。この

技術は電子製品のさらなる小型化を実現する可能性を有し

ている。

　現在、主に生産しているのは車載用のBluetoothデバイス

やW-LANデバイスに使用する部品だ。車載用ということも

あり顧客の品質に対する要求は高いが、その要求に応えて

いくことを会社の品質方針に据え、常に期待以上の製品を

提供し続けている。

01
相馬市 ―― 電子部品･デバイス・電子回路製造業（電子部品実装／組立）
株式会社 アリーナ
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20％の確信で仕事を請け技術力を
磨いてきたチャレンジャー
　難しい仕事ほどやりがいを感じる。それが昔から変わらぬ

社風だ。創業者である先代は、どんな難加工であっても20%

の確信で対応できる可能性がある場合は顧客から図面を預か

り、社内検討を重ねて技術力向上を図ってきた。社員全員で

知恵を絞り、寝る間も惜しんで試行錯誤を繰り返し完成させ

ていく。何度か行ううちに同様の製品の加工が可能になる。

するとまた先代が新たな図面を持ってくる。この繰り返しが同

社の原点であり、技術力を向上させた土台となっている。

「難加工」ほど
チャレンジ精神が燃え上がる
　「難加工 is モチベーション」。創業当時、無い刃物は手で

研いで作成し、ビレが出たら指先で押さえながら削るといっ

た具合に、様々なアイデアや加工方法を考え製品をつくり上

げてきた。一つ一つ課題をクリアしていくことが社員たちの

技術の向上、ひいてはやりがい、達成感となった。次はもっ

と難しい製品、もっと複雑な形状と意欲が湧く。難加工に挑

戦し続けることが、技術力アップを支えてきたと言える。

　失敗と原因究明を繰り返し、新たな加工方法を工夫す

る。製品完成時の達成感は社員の自信、さらには顧客の信

頼を得ることにもなり、次の高みを目指す意欲となってき

た。この好循環こそがスキルアップとノウハウの蓄積とな

り、現在の高度な技術力の源泉となっている。

匠の技を受け継ぐ若手技術者
得意分野は試作部品超精密部品加工
　小浜製作所は多品種、小ロット、試作品から材質を選ばず

難加工にチャレンジする精密機械加工の会社だ。耐熱鋼、チ

タン、スーパーインバーなどあらゆる材質を切削して電子、

圧着、包装機器などの部品を短納期で製造する。とくに試作

部品、超精密部品の加工を得意としている。社員数は12名と

少ないが、平均年齢35歳の若い技術者たちが日々技術の向上

に励んでいる。

　その歴史は1977年、創業者である先代が自宅の納屋で汎用

旋盤１台を使い加工を始めたことにさかのぼる。多くの苦労

を乗り越え丸加工のスペシャリストを目指して技を磨いてき

た。手先の感覚や切削音を聴き分けながら、切削加工をする

匠の技。この創業から受け継いできた技を機械やプログラム

の能力を駆使し、会社の技術として、NC機で再現し、さら

なる加工方法の改善向上を目指している。

02
南相馬市 ―― 精密部品加工
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の能力を駆使し、会社の技術として、NC機で再現し、さら

なる加工方法の改善向上を目指している。

02
南相馬市 ―― 精密部品加工

創
業
者
の
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
受
け
継
ぎ

高
い
切
削
技
術
で
な
ん
で
も
削
る

小浜製作所 有限会社
汎用旋盤での加工例　　

ワイヤーカットによる加工例

ワイヤーカットによる螺旋加工

先代から受け継ぐ音・指先の感覚

7



高度な技術を持つ集団で何でも対応

　フライス盤､研削盤､旋盤､ワイヤー放電､マシニングセン

ターなどの各種工作機械による一貫した加工､制御プログラ

ム､組立て製作ができるマルチな技術者が構想を形にするこ

とで、お客様の要望に応えてきた。

　特に高い精度を要求される加工品は、経験を積んだ熟年

者達が若手に技術伝承を行っているため、若手が活躍して

いる。長年のノウハウを活かすことで、依頼者の加工知識

（幾何公差）がなくとも製品を作ることができるので、お

客様へ技術の提案をしながら進めることにより、高度な製

品を造り上げてきた。

共同開発の一員として

　超小型・半自律・耐放射線性の水中ロボットシステム

「ラドほたる」は照明やカメラを搭載し、廃炉作業におい

てペネトレーション（格納容器貫通孔）から原子炉格納容

器（PCV）内に侵入し、PCV内部を調査したり、デブリ回

収を補完するためのロボットで、福島工業高等専門学校と

福島県内の企業で共同開発を行っている。

　社員全員の創造への努力が社会に貢献し信頼され、未来

につながるよう日々研鑽に務めている。

研究者のパートナー

　株式会社タカワ精密は、創業以来、常に新しい創造・価

値観を見極め、広く厚い信頼を得られる企業を目指して取

り組んでいる。2013年12月にISO9001：2008の認証を取

得し、更に品質マネジメントシステム（QMS:Qual i ty 

Management System）が有効に機能するよう社内の組織全

体を見直すなど、改善活動を行っている。

　同社は、高品質で信頼性の高い製品を提供することを常

に心がけ、お客様のご要望にマッチした製品を柔軟な発想

と高い技術力で実現するプロフェッショナル集団であり、

設計から製造、設置までの一環サポートを行っている。実

績としては、精密加工品、選別装置、印刷装置、自動はん

だ付け装置、シート供給装置、熔接装置、制御盤、ロボッ

トなどがある。

　また、短納期での試作も行っているので、研究者や開発

を行っている大学・企業には欠かせないパートナーとなっ

ている。

03
南相馬市 ―― 産業用機器設計、製造業
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新たにフィールドロボット分野に挑戦

　2015年、南相馬市原町区に工場を新設し操業開始。地域の

雇用確保と維持に貢献する一方、今までのベースワークであ

るモータ部品組み立てと併せてイノベーションを推進し、新

分野の開発へチャレンジを始める。ブラシレスモータやドラ

イバなど、モータの部材選定や設計、製造、さらには性能評

価試験に至るまでを自社で行い、フィールドロボット分野の

需要（ニーズ）に応えられる企業を目指している。

［農業の支援］

　ドローン、無人地上車両、水上翼機などによる、農薬散布

や雑草除去、作物等の搬送システムに取り組んでいる。一つ

目は、その運用オペレーションと操作の指導に関する事業で

ある。二つ目は、それらの動力源となるバッテリー駆動の

DCブラシレスモータの開発である。これは、モータ開発の

技術者としてこだわりを持って開発した、全天候対応の完全

防水型のモータである。雨天時や砂塵が舞う環境で動作する

ほか高効率化することにより、全閉型のモータフレームでも

温度上昇を抑えることに成功した。搬送車に使うギヤモータ

は、クローラやキャタピラーの駆動にも応用できる高トルク

の仕様である。

［害獣対策］

　半密閉型（防滴型）のDCBLモータもシリーズ化し、小雨

程度の雨天時にドローンを飛ばすことができるモータを開発

している。また、搬送車（UGV）用のモータとして、200kg

までの害獣を運べるモータも開発している。

小回りが利く生産体制で
国内外の需要に応える
　有限会社ワインデング福島は、大型クレーンや射出成型

機、プレスサーボマシーンなど特殊産業用機械の心臓部で

ある巻線部品メーカーだ。1987年の創業以来、主に手作業

による高付加価値製品を世に送り出してきた。特に用途や

サイズに合わせて熟練社員が1点ずつ手作業で仕上げてい

く様は、まるで緻密なアートのよう。まさに職人技だ。

　近年は、高効率モータといわれる高密度な仕様での作業

依頼も多く、中でも自動車向け駆動用の小型モータから大

容量圧縮機等の大型モータに至るまでインフラや産業界に

欠かせない製品を高品質に提供している。

　同社のものづくりの特長は、長年培ったノウハウと小回

りの利いた生産体制にある。ベテランから若手人材をフル

活用し、国内外の需要に応える。現在は、既存顧客・新規

顧客から受注の幅も広がりをみせる。

04
南相馬市 ―― 産業用モータ部品製造・ロボット用モータ開発
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ユーザー

サポート

プラットホーム構築

大学

開発
保守

調達・製造
（量産）

販売

実証・認証

試作・
マーケティング
改良

連携

キ機を併用し、極小物の加工を実現した。

　部品などの加工技術において「加工できないものはな

い」。同社は、そんな自負を持って顧客の多様な要望に応え

ている。

産学連携で新たな医療・介護分野の
ロボット開発を創出
　東日本大震災と原子力災害によって失われた福島県浜通

り地域等の産業を回復するため、新たな産業基盤の構築を

目指し国と福島県が推進している「福島イノベーション・

コースト構想」。菊池製作所では、その一環で「ロボット

開発」に注力している。なかでも現在、開発を進めている

のが医療・介護の分野だ。

　前出の「マッスルスーツ」を皮切りに、大学との産学連

携を強化。複数の大学、大学研究者との情報交換。ネット

ワークを最大限に活用し、新製品や新技術の研究開発を積

極的に行っている。さらには、新たな事業創出を協働する

ベンチャー企業を発掘。固定概念を突き崩すような新規事

業への出資と育成にも取り組んでいる。

　ロボット開発は、ある意味「驚きの世界」の中で繰り広げ

られているものだ。無限大に広がる可能性を追求し、開発技

術を福島から日本全国、さらには世界へと発信し、「夢のあ

るものづくり」につなげることを目指して進んでいる。

　今後は地域発展のために、地域密着、地域貢献を掲げ、

産学官連携はもとより地元企業との連携の強化も図り、「サ

ポート産業の創出」を目標にロボット開発、そしてサポー

ト・サービスロボット分野における事業化の開発・試作・

量産などのものづくりのトータルでベンチャーを支援する

体制をプラットフォームで構築している。

豊富な設備は東北トップクラス
加工できないものはない
　長年培ってきた加工技術と東北トップクラスの豊富な機

械・設備を誇る「総合ものづくり支援企業」株式会社菊池製

作所。多数のコア技術により、金属、プラスチック、樹脂な

どの部品加工、金型・試作品の製作・加工などを「一括一貫

体制」で提供している。

　ロボット開発の分野では、東京理科大学との産学連携によ

り共同開発され、すでに販売が開始されている「マッスル

スーツ」。介護などの現場で腰にかかる負担を軽減するため

に開発されたこの着用型ロボットは、着用型筋力補助装置の

一部部品を、メタルインジェクションモールディング

（MIM：金属粉末射出成型法）により製作。材料に変形が生

じないよう摩擦抵抗や重力などを考慮し、変形を抑えること

で形状の強度をアップさせ、低コストで精度の高い部品の大

量生産を可能にした。また、「匠の技」である「曲げ」「板

金」については、昔ながらのフットプレス機とプレスブレー

05
相馬郡飯舘村 ―― 精密部品加工
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開発」に注力している。なかでも現在、開発を進めている

のが医療・介護の分野だ。

　前出の「マッスルスーツ」を皮切りに、大学との産学連
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ワークを最大限に活用し、新製品や新技術の研究開発を積
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術を福島から日本全国、さらには世界へと発信し、「夢のあ

るものづくり」につなげることを目指して進んでいる。

　今後は地域発展のために、地域密着、地域貢献を掲げ、

産学官連携はもとより地元企業との連携の強化も図り、「サ

ポート産業の創出」を目標にロボット開発、そしてサポー

ト・サービスロボット分野における事業化の開発・試作・

量産などのものづくりのトータルでベンチャーを支援する

体制をプラットフォームで構築している。

豊富な設備は東北トップクラス
加工できないものはない
　長年培ってきた加工技術と東北トップクラスの豊富な機

械・設備を誇る「総合ものづくり支援企業」株式会社菊池製

作所。多数のコア技術により、金属、プラスチック、樹脂な

どの部品加工、金型・試作品の製作・加工などを「一括一貫

体制」で提供している。

　ロボット開発の分野では、東京理科大学との産学連携によ

り共同開発され、すでに販売が開始されている「マッスル

スーツ」。介護などの現場で腰にかかる負担を軽減するため

に開発されたこの着用型ロボットは、着用型筋力補助装置の

一部部品を、メタルインジェクションモールディング

（MIM：金属粉末射出成型法）により製作。材料に変形が生

じないよう摩擦抵抗や重力などを考慮し、変形を抑えること

で形状の強度をアップさせ、低コストで精度の高い部品の大

量生産を可能にした。また、「匠の技」である「曲げ」「板

金」については、昔ながらのフットプレス機とプレスブレー

05
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ロボット開発のカギを握る
システムインテグレーター

高橋：早速ですが、ロボットを製品として世の中に出して

いくためには、部材の機能を見直しつつ組み上げて

いくシステムインテグレーター（以下、SIer）が必

要なのですが、御社の業務は、まさにそれではない

かと思います。今日は、福島をロボットの発信基地

にするための話を熱く語り合いたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

辺見：こちらこそ、よろしくお願いいたします。

高橋：最初に御社の概要からお願いしてもよろしいですか。

辺見：はい。2012年にドローンを使用した空撮業務からス

タートしました。現在は、福島市を拠点に機体の企

画開発と販売、機体の組み立てと補修メンテナン

ス、各種ソリューションの提供などを担うイームズ

ロボティクスと、法人名は別ですが埼玉県ふじみ野

市を拠点に自律制御技術、AI、ディープラーニン

グ、通信技術開発、クラウドコンピューティングな

ど先端技術の開発部門を担うイームズラボがありま

す。主なサービスフィールドは農業、測量、インフ

ラ点検、物流です。そして開発は主に、企業様の業

態に特化したカスタマイズ製品となります。いずれ

も使用目的が明確なので、抱えている課題解決のた

めにどんな工夫が必要か？というところが、我々の

ビジネスの主眼になります。

特殊な任務を担うドローンを
チームを組んでカスタマイズ

高橋：話せる範囲で結構なのですが、例えばどのようなカ

スタマイズがありますか。

辺見：１つ目は豪雨時や火災時も撮影できるドローンやプ

ラント点検など、特殊な任務を持つドローンのため

のさまざまな課題を解決するカスタマイズがありま

す。設計・開発は全て国産ですのでセキュリティの

面も安全安心です。２つ目に果樹王国福島というこ

とで今後は、草刈り機や農薬スプレーヤー、果樹園

内での運搬用車両などのカスタマイズですね。準天

頂衛星『みちびき』の精度による無人化などのご提

案もしています。それから高圧送電線の追尾や、風

力発電ブレードなどの社会インフラ点検などが有力

な分野です。

高橋：それらを恒常的というよりは、課題ごとに臨機応変

に企業同士の提携、アライアンスを組みながら解決

をして行こうということですね。

辺見：はい。お話を頂く開発案件は、我々１社では難しい

ものがほとんどです。解決のためにその都度、ソフ

トウェア会社、位置制御の会社、地図情報を持って

いる会社などでチームを作って取り組んでいます。

近年は稲作や林業、プラント点検系のカスタマイズ

が増えています。「人が少なくなっている」「人間が

行うには危険。または極めて重い労働」「産業として

の集約化が必要。データがない」などの業務を、ド

ローンに置き換えて行こうということです。

高橋：つまり『業務』としてソリューションを行いながら

『技術開発』はアライアンスでという認識でよろし

いですか？

辺見：はい。ある企業の課題解決に向けて行った技術開発

により出来上がってくる機体を、今度は横展開して

いく。そういうイメージです。どこに突破口を作っ

て横展開していくかということですので。最近は、

海洋系など飛ぶドローン以外のご要望も非常に大き

くなってきています。展示会に参加しますと我々が

考えていないような「これで、こういうことができ

ますか」などの話が増えています。我々も「そうい

う用途もあるのか」と気づかされるという感じです

ね。物流は、なかなかハードルが高いのですが、訓

練参加で複数の方々といろいろな電波帯を使い分け

たり、情報を共有化してシステムをつなぎ合わせる

ためのソフトウェアをどうするかなどの検討ができ

るので、非常に意味があると思っています。

の企業訪問に費やしました。出かけて行くと面白い

社長さん、面白い企業が多くて驚きました。ご承知

だと思いますけど福島県は、工業製品の出荷額で見

ると全国で20位くらいの位置で中間。東北では断ト

ツ１位。底力のある県なんですよね。

辺見：私もそう思います。最近とみに思いますね。例え

ば、中国に出すと3週間くらいかかるものが地元な

ら時間的ロスもなく、挙動の微妙な調整もface to 

faceで相談できます。コスト高にはなりますが、納

期の無駄などを換算するとある面では安くなる場合

もあるのかなと。何より３代目、４代目と長くイン

ダストリーをされているような方々の知見も得られ

ます。これは貴重です。

高橋：今のお話は、私の研究室でも同じです。プロトタイ

プは、研究室で作れますが結局、素人の設計にしか

ならない。ところが、企業とコラボすると知恵と工

夫をいただけるのでクオリティが上がる。そこから

また新たなレベルの研究を展開するというサイクルを

繰り返しています。

辺見：「いいものを作るための工夫を誰とやるか」という

ことが、問われ出しているように思います。県内に

は、インダストリーレベルの工夫や解決法を持って

いる企業がたくさんあります。我々が一種のハブの

ようになって、技術があって、知見を持っていらっ

しゃるパートナー企業と連携して進めていけば、課

題も解決でき、コストも抑えられるのではないかと

思います。

高橋：県内の企業はそういうポテンシャルを持っていま

す。ただ宣伝が上手ではないので、ロボット部材開

発検討会を通して見つけていくという作業が必要だ

と思っています。

オール福島で難題を解決
福島産ならトレーサビリティも可能

辺見：ここで2017年と2018年のマッチングイベントのお話

をさせていただいてもよろしいでしょうか。2017年

は、企業の方とあまり話が噛み合いませんでした。と

ころが2018年は、非常にスムーズに話が進んだんで

す。なぜか。答えは、我々自身にありました。企業の

方に「何をしてもらいたいか」というところが、しっ

かりフォーカスできてきたからなんです。それで皆さ

んも受け止めてくださるようになってきたように思い

ます。しかも３個から４個の小ロットで、納期も３日

から４日でというようなお話でも、全く動じる方はお

られませんでした。それよりその先にあるものを期待

福島をロボットの発信基地に
ポテンシャルの高い福島

高橋：聞くほどに、これはまさしくロボット開発の理想形

の１つですね。御社には、ドローンという大きな柱

があって、そこからいろんな技術やサービスが派生

していく。もちろん単体としての販売もある。そう

いうことですよね。実は私、先ほどから結構感動し

ているんですよ（笑）。確かにロボットは、いろい

ろと夢を語れますし、注目もしていただけるのです

が、なかなかビジネスとして成り立っていかないと

いう部分があります。そこをどうするか。解決の

カギを握るのがSIerなんです。今まさに必要な部

材や技術をSIerが「福島にあります」と言って、

どんどん繋いでくれたら、福島をロボットの発信

基地にできる。そして福島は、そういうポテン

シャルを持っているところだと思います。昨年か

らその起爆剤になるような要素技術を、「ロボット

部材開発検討会」の“掘り起こし隊”の活動として、

県内あちらこちら集めて回っているところです。

それにしても御社は、その理想形を実現してい

らっしゃるように思います。

辺見：いやあ、まだまだです。走りだしたばかりですの

で。スピードが命ですから立ち止まったら負けると

いう意識で仕事をしています。

工業製品の出荷額東北で断トツの 1 位
個性的な社長面白い企業も多い福島

高橋：ところで、この質問は、今回の対談の1つのコアに

なると思うのですが、なぜ福島で事業を始められた

のですか。

辺見：弊社は、テレビユー福島の子会社です。設立する前

段階で、空撮映像のテレビ利用ということがありま

した。ただ、その空撮料金のみで企業活動を行うの

は難しい。だったら産業用ドローンに進出しては？

ということになりました。紆余曲折もあったのです

が、中国製のドローンもにらみながら特殊な課題を

解決する特殊な機体を、ソリューションも含め国内

の技術を繋いで作る企業を確立しようという話にな

りました。そこには、当然「福島イノベーション・

コースト構想」もありました。我々放送局の人間ば

かりですので、震災後の福島で何かしたいという気

持ち、もう少し言えば中央に対して地方、ローカル

の力を示したいと言う思いがとても強かったんで

す。製造パートナーとして福島の企業に依頼したの

も、福島で作りたいという話があってのことでし

た。起業から3期目に入りましたが福島だからとい

うことで不利な点は、全くありません。

高橋：なるほど。私は、福島に来て15年になるのですが、

地元企業と協働したいと思って最初の1年間を県内

して「お付き合いさせていただきます」という皆さん

が多かった。心強く思いました。時間をお金に換えら

れる。コミュニケーションが密にできるということか

らも有意性はあると思います。

高橋：そのコミュニケーションの話ですけど、例えばロ

ボットの試作品を見せて「ここは、こんなふうに

作ったらいいんじゃないの？」というアドバイスを

いただくってすごく大事なこと。一方、SIerが「お

宅の技術はこれに使えます」というような話をする

ことは、自分たちの技術が何に使えるのかという発

想を広げられずにいるサプライヤーにとっても必要

なこと。

辺見：同感ですね。しかも、大手メーカーに納品している

品質を保証された技術をお持ちの方々です。品質保

証の問題は今後、当然ながら出てくると思われま

す。そういったところで言うと、国内なら納品した

部材のトレーサビリティも担保されます。我々のも

のづくりは、小ロットでかつ少量生産にならざるを

得ないんですが、ハードルの高い課題のための特殊

な機材を作っていくことで、マーケットで勝てる可

能性があります。ぜひ一緒に進めて行きたいです

ね。

高橋：そうですね。多様な技術を繋いでオール福島、しか

も高品質なメイド・イン福島も夢じゃない。ぜひ一

緒に頑張って行きましょう。

辺見：もちろんです。

福島県発、メイド・イン福島のロボットを目指して

対
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高橋：早速ですが、ロボットを製品として世の中に出して

いくためには、部材の機能を見直しつつ組み上げて

いくシステムインテグレーター（以下、SIer）が必

要なのですが、御社の業務は、まさにそれではない

かと思います。今日は、福島をロボットの発信基地

にするための話を熱く語り合いたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

辺見：こちらこそ、よろしくお願いいたします。

高橋：最初に御社の概要からお願いしてもよろしいですか。

辺見：はい。2012年にドローンを使用した空撮業務からス

タートしました。現在は、福島市を拠点に機体の企

画開発と販売、機体の組み立てと補修メンテナン

ス、各種ソリューションの提供などを担うイームズ

ロボティクスと、法人名は別ですが埼玉県ふじみ野

市を拠点に自律制御技術、AI、ディープラーニン

グ、通信技術開発、クラウドコンピューティングな

ど先端技術の開発部門を担うイームズラボがありま

す。主なサービスフィールドは農業、測量、インフ

ラ点検、物流です。そして開発は主に、企業様の業

態に特化したカスタマイズ製品となります。いずれ

も使用目的が明確なので、抱えている課題解決のた

めにどんな工夫が必要か？というところが、我々の

ビジネスの主眼になります。

特殊な任務を担うドローンを
チームを組んでカスタマイズ

高橋：話せる範囲で結構なのですが、例えばどのようなカ

スタマイズがありますか。

辺見：１つ目は豪雨時や火災時も撮影できるドローンやプ

ラント点検など、特殊な任務を持つドローンのため

のさまざまな課題を解決するカスタマイズがありま

す。設計・開発は全て国産ですのでセキュリティの

面も安全安心です。２つ目に果樹王国福島というこ

とで今後は、草刈り機や農薬スプレーヤー、果樹園

内での運搬用車両などのカスタマイズですね。準天

頂衛星『みちびき』の精度による無人化などのご提

案もしています。それから高圧送電線の追尾や、風

力発電ブレードなどの社会インフラ点検などが有力

な分野です。

高橋：それらを恒常的というよりは、課題ごとに臨機応変

に企業同士の提携、アライアンスを組みながら解決

をして行こうということですね。

辺見：はい。お話を頂く開発案件は、我々１社では難しい

ものがほとんどです。解決のためにその都度、ソフ

トウェア会社、位置制御の会社、地図情報を持って

いる会社などでチームを作って取り組んでいます。

近年は稲作や林業、プラント点検系のカスタマイズ

が増えています。「人が少なくなっている」「人間が

行うには危険。または極めて重い労働」「産業として

の集約化が必要。データがない」などの業務を、ド

ローンに置き換えて行こうということです。

高橋：つまり『業務』としてソリューションを行いながら

『技術開発』はアライアンスでという認識でよろし

いですか？

辺見：はい。ある企業の課題解決に向けて行った技術開発

により出来上がってくる機体を、今度は横展開して

いく。そういうイメージです。どこに突破口を作っ

て横展開していくかということですので。最近は、

海洋系など飛ぶドローン以外のご要望も非常に大き

くなってきています。展示会に参加しますと我々が

考えていないような「これで、こういうことができ

ますか」などの話が増えています。我々も「そうい

う用途もあるのか」と気づかされるという感じです

ね。物流は、なかなかハードルが高いのですが、訓

練参加で複数の方々といろいろな電波帯を使い分け

たり、情報を共有化してシステムをつなぎ合わせる

ためのソフトウェアをどうするかなどの検討ができ

るので、非常に意味があると思っています。

の企業訪問に費やしました。出かけて行くと面白い

社長さん、面白い企業が多くて驚きました。ご承知

だと思いますけど福島県は、工業製品の出荷額で見

ると全国で20位くらいの位置で中間。東北では断ト

ツ１位。底力のある県なんですよね。

辺見：私もそう思います。最近とみに思いますね。例え

ば、中国に出すと3週間くらいかかるものが地元な

ら時間的ロスもなく、挙動の微妙な調整もface to 

faceで相談できます。コスト高にはなりますが、納

期の無駄などを換算するとある面では安くなる場合

もあるのかなと。何より３代目、４代目と長くイン

ダストリーをされているような方々の知見も得られ

ます。これは貴重です。

高橋：今のお話は、私の研究室でも同じです。プロトタイ

プは、研究室で作れますが結局、素人の設計にしか

ならない。ところが、企業とコラボすると知恵と工

夫をいただけるのでクオリティが上がる。そこから

また新たなレベルの研究を展開するというサイクルを

繰り返しています。

辺見：「いいものを作るための工夫を誰とやるか」という

ことが、問われ出しているように思います。県内に

は、インダストリーレベルの工夫や解決法を持って

いる企業がたくさんあります。我々が一種のハブの

ようになって、技術があって、知見を持っていらっ

しゃるパートナー企業と連携して進めていけば、課

題も解決でき、コストも抑えられるのではないかと

思います。

高橋：県内の企業はそういうポテンシャルを持っていま

す。ただ宣伝が上手ではないので、ロボット部材開

発検討会を通して見つけていくという作業が必要だ

と思っています。

オール福島で難題を解決
福島産ならトレーサビリティも可能

辺見：ここで2017年と2018年のマッチングイベントのお話

をさせていただいてもよろしいでしょうか。2017年

は、企業の方とあまり話が噛み合いませんでした。と

ころが2018年は、非常にスムーズに話が進んだんで

す。なぜか。答えは、我々自身にありました。企業の

方に「何をしてもらいたいか」というところが、しっ

かりフォーカスできてきたからなんです。それで皆さ

んも受け止めてくださるようになってきたように思い

ます。しかも３個から４個の小ロットで、納期も３日

から４日でというようなお話でも、全く動じる方はお

られませんでした。それよりその先にあるものを期待

福島をロボットの発信基地に
ポテンシャルの高い福島

高橋：聞くほどに、これはまさしくロボット開発の理想形

の１つですね。御社には、ドローンという大きな柱

があって、そこからいろんな技術やサービスが派生

していく。もちろん単体としての販売もある。そう

いうことですよね。実は私、先ほどから結構感動し

ているんですよ（笑）。確かにロボットは、いろい

ろと夢を語れますし、注目もしていただけるのです

が、なかなかビジネスとして成り立っていかないと

いう部分があります。そこをどうするか。解決の

カギを握るのがSIerなんです。今まさに必要な部

材や技術をSIerが「福島にあります」と言って、

どんどん繋いでくれたら、福島をロボットの発信

基地にできる。そして福島は、そういうポテン

シャルを持っているところだと思います。昨年か

らその起爆剤になるような要素技術を、「ロボット

部材開発検討会」の“掘り起こし隊”の活動として、

県内あちらこちら集めて回っているところです。

それにしても御社は、その理想形を実現してい

らっしゃるように思います。

辺見：いやあ、まだまだです。走りだしたばかりですの

で。スピードが命ですから立ち止まったら負けると

いう意識で仕事をしています。

工業製品の出荷額東北で断トツの 1 位
個性的な社長面白い企業も多い福島

高橋：ところで、この質問は、今回の対談の1つのコアに

なると思うのですが、なぜ福島で事業を始められた

のですか。

辺見：弊社は、テレビユー福島の子会社です。設立する前

段階で、空撮映像のテレビ利用ということがありま

した。ただ、その空撮料金のみで企業活動を行うの

は難しい。だったら産業用ドローンに進出しては？

ということになりました。紆余曲折もあったのです

が、中国製のドローンもにらみながら特殊な課題を

解決する特殊な機体を、ソリューションも含め国内

の技術を繋いで作る企業を確立しようという話にな

りました。そこには、当然「福島イノベーション・

コースト構想」もありました。我々放送局の人間ば

かりですので、震災後の福島で何かしたいという気

持ち、もう少し言えば中央に対して地方、ローカル

の力を示したいと言う思いがとても強かったんで

す。製造パートナーとして福島の企業に依頼したの

も、福島で作りたいという話があってのことでし

た。起業から3期目に入りましたが福島だからとい

うことで不利な点は、全くありません。

高橋：なるほど。私は、福島に来て15年になるのですが、

地元企業と協働したいと思って最初の1年間を県内

して「お付き合いさせていただきます」という皆さん

が多かった。心強く思いました。時間をお金に換えら

れる。コミュニケーションが密にできるということか

らも有意性はあると思います。

高橋：そのコミュニケーションの話ですけど、例えばロ

ボットの試作品を見せて「ここは、こんなふうに

作ったらいいんじゃないの？」というアドバイスを

いただくってすごく大事なこと。一方、SIerが「お

宅の技術はこれに使えます」というような話をする

ことは、自分たちの技術が何に使えるのかという発

想を広げられずにいるサプライヤーにとっても必要

なこと。

辺見：同感ですね。しかも、大手メーカーに納品している

品質を保証された技術をお持ちの方々です。品質保

証の問題は今後、当然ながら出てくると思われま

す。そういったところで言うと、国内なら納品した

部材のトレーサビリティも担保されます。我々のも

のづくりは、小ロットでかつ少量生産にならざるを

得ないんですが、ハードルの高い課題のための特殊

な機材を作っていくことで、マーケットで勝てる可

能性があります。ぜひ一緒に進めて行きたいです

ね。

高橋：そうですね。多様な技術を繋いでオール福島、しか

も高品質なメイド・イン福島も夢じゃない。ぜひ一

緒に頑張って行きましょう。

辺見：もちろんです。

福島県発、メイド・イン福島のロボットを目指して

対
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福島大学 共生システム理工学類 教授、博士（工学）

Takayuki Takahashi

辺 見  俊 彦

辺見 俊彦
PROFILE

イームズロボティクス株式会社 代表取締役

Toshihiko Henmi

1978年　早稲田大学商学部卒
1984年　テレビユー福島入社　業務局長・報道制作局長
　　　　　現テレビユー福島常務（技術局担当）　
2015年　MTSプランニングにてドローン事業に着手
2018年　イームズロボティクス設立　代表取締役就任

対談／TALK

15



USV ZR-6
フロアブル液剤散布用ボート

ロボット開発のカギを握る
システムインテグレーター

高橋：早速ですが、ロボットを製品として世の中に出して

いくためには、部材の機能を見直しつつ組み上げて

いくシステムインテグレーター（以下、SIer）が必

要なのですが、御社の業務は、まさにそれではない

かと思います。今日は、福島をロボットの発信基地

にするための話を熱く語り合いたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

辺見：こちらこそ、よろしくお願いいたします。

高橋：最初に御社の概要からお願いしてもよろしいですか。

辺見：はい。2012年にドローンを使用した空撮業務からス

タートしました。現在は、福島市を拠点に機体の企

画開発と販売、機体の組み立てと補修メンテナン

ス、各種ソリューションの提供などを担うイームズ

ロボティクスと、法人名は別ですが埼玉県ふじみ野

市を拠点に自律制御技術、AI、ディープラーニン

グ、通信技術開発、クラウドコンピューティングな

ど先端技術の開発部門を担うイームズラボがありま

す。主なサービスフィールドは農業、測量、インフ

ラ点検、物流です。そして開発は主に、企業様の業

態に特化したカスタマイズ製品となります。いずれ

も使用目的が明確なので、抱えている課題解決のた

めにどんな工夫が必要か？というところが、我々の

ビジネスの主眼になります。

特殊な任務を担うドローンを
チームを組んでカスタマイズ

高橋：話せる範囲で結構なのですが、例えばどのようなカ

スタマイズがありますか。

辺見：１つ目は豪雨時や火災時も撮影できるドローンやプ

ラント点検など、特殊な任務を持つドローンのため

のさまざまな課題を解決するカスタマイズがありま

す。設計・開発は全て国産ですのでセキュリティの

面も安全安心です。２つ目に果樹王国福島というこ

とで今後は、草刈り機や農薬スプレーヤー、果樹園

内での運搬用車両などのカスタマイズですね。準天

頂衛星『みちびき』の精度による無人化などのご提

案もしています。それから高圧送電線の追尾や、風

力発電ブレードなどの社会インフラ点検などが有力

な分野です。

高橋：それらを恒常的というよりは、課題ごとに臨機応変

に企業同士の提携、アライアンスを組みながら解決

をして行こうということですね。

辺見：はい。お話を頂く開発案件は、我々１社では難しい

ものがほとんどです。解決のためにその都度、ソフ

トウェア会社、位置制御の会社、地図情報を持って

いる会社などでチームを作って取り組んでいます。

近年は稲作や林業、プラント点検系のカスタマイズ

が増えています。「人が少なくなっている」「人間が

行うには危険。または極めて重い労働」「産業として

の集約化が必要。データがない」などの業務を、ド

ローンに置き換えて行こうということです。

高橋：つまり『業務』としてソリューションを行いながら

『技術開発』はアライアンスでという認識でよろし

いですか？

辺見：はい。ある企業の課題解決に向けて行った技術開発

により出来上がってくる機体を、今度は横展開して

いく。そういうイメージです。どこに突破口を作っ

て横展開していくかということですので。最近は、

海洋系など飛ぶドローン以外のご要望も非常に大き

くなってきています。展示会に参加しますと我々が

考えていないような「これで、こういうことができ

ますか」などの話が増えています。我々も「そうい

う用途もあるのか」と気づかされるという感じです

ね。物流は、なかなかハードルが高いのですが、訓

練参加で複数の方々といろいろな電波帯を使い分け

たり、情報を共有化してシステムをつなぎ合わせる

ためのソフトウェアをどうするかなどの検討ができ

るので、非常に意味があると思っています。

の企業訪問に費やしました。出かけて行くと面白い

社長さん、面白い企業が多くて驚きました。ご承知

だと思いますけど福島県は、工業製品の出荷額で見

ると全国で20位くらいの位置で中間。東北では断ト

ツ１位。底力のある県なんですよね。

辺見：私もそう思います。最近とみに思いますね。例え

ば、中国に出すと3週間くらいかかるものが地元な

ら時間的ロスもなく、挙動の微妙な調整もface to 

faceで相談できます。コスト高にはなりますが、納

期の無駄などを換算するとある面では安くなる場合

もあるのかなと。何より３代目、４代目と長くイン

ダストリーをされているような方々の知見も得られ

ます。これは貴重です。

高橋：今のお話は、私の研究室でも同じです。プロトタイ

プは、研究室で作れますが結局、素人の設計にしか

ならない。ところが、企業とコラボすると知恵と工

夫をいただけるのでクオリティが上がる。そこから

また新たなレベルの研究を展開するというサイクルを

繰り返しています。

辺見：「いいものを作るための工夫を誰とやるか」という

ことが、問われ出しているように思います。県内に

は、インダストリーレベルの工夫や解決法を持って

いる企業がたくさんあります。我々が一種のハブの

ようになって、技術があって、知見を持っていらっ

しゃるパートナー企業と連携して進めていけば、課

題も解決でき、コストも抑えられるのではないかと

思います。

高橋：県内の企業はそういうポテンシャルを持っていま

す。ただ宣伝が上手ではないので、ロボット部材開

発検討会を通して見つけていくという作業が必要だ

と思っています。

オール福島で難題を解決
福島産ならトレーサビリティも可能

辺見：ここで2017年と2018年のマッチングイベントのお話

をさせていただいてもよろしいでしょうか。2017年

は、企業の方とあまり話が噛み合いませんでした。と

ころが2018年は、非常にスムーズに話が進んだんで

す。なぜか。答えは、我々自身にありました。企業の

方に「何をしてもらいたいか」というところが、しっ

かりフォーカスできてきたからなんです。それで皆さ

んも受け止めてくださるようになってきたように思い

ます。しかも３個から４個の小ロットで、納期も３日

から４日でというようなお話でも、全く動じる方はお

られませんでした。それよりその先にあるものを期待

福島をロボットの発信基地に
ポテンシャルの高い福島

高橋：聞くほどに、これはまさしくロボット開発の理想形

の１つですね。御社には、ドローンという大きな柱

があって、そこからいろんな技術やサービスが派生

していく。もちろん単体としての販売もある。そう

いうことですよね。実は私、先ほどから結構感動し

ているんですよ（笑）。確かにロボットは、いろい

ろと夢を語れますし、注目もしていただけるのです

が、なかなかビジネスとして成り立っていかないと

いう部分があります。そこをどうするか。解決の

カギを握るのがSIerなんです。今まさに必要な部

材や技術をSIerが「福島にあります」と言って、

どんどん繋いでくれたら、福島をロボットの発信

基地にできる。そして福島は、そういうポテン

シャルを持っているところだと思います。昨年か

らその起爆剤になるような要素技術を、「ロボット

部材開発検討会」の“掘り起こし隊”の活動として、

県内あちらこちら集めて回っているところです。

それにしても御社は、その理想形を実現してい

らっしゃるように思います。

辺見：いやあ、まだまだです。走りだしたばかりですの

で。スピードが命ですから立ち止まったら負けると

いう意識で仕事をしています。

工業製品の出荷額東北で断トツの1位
個性的な社長面白い企業も多い福島

高橋：ところで、この質問は、今回の対談の1つのコアに

なると思うのですが、なぜ福島で事業を始められた

のですか。

辺見：弊社は、テレビユー福島の子会社です。設立する前

段階で、空撮映像のテレビ利用ということがありま

した。ただ、その空撮料金のみで企業活動を行うの

は難しい。だったら産業用ドローンに進出しては？

ということになりました。紆余曲折もあったのです

が、中国製のドローンもにらみながら特殊な課題を

解決する特殊な機体を、ソリューションも含め国内

の技術を繋いで作る企業を確立しようという話にな

りました。そこには、当然「福島イノベーション・

コースト構想」もありました。我々放送局の人間ば

かりですので、震災後の福島で何かしたいという気

持ち、もう少し言えば中央に対して地方、ローカル

の力を示したいと言う思いがとても強かったんで

す。製造パートナーとして福島の企業に依頼したの

も、福島で作りたいという話があってのことでし

た。起業から3期目に入りましたが福島だからとい

うことで不利な点は、全くありません。

高橋：なるほど。私は、福島に来て15年になるのですが、

地元企業と協働したいと思って最初の1年間を県内

して「お付き合いさせていただきます」という皆さん

が多かった。心強く思いました。時間をお金に換えら

れる。コミュニケーションが密にできるということか

らも有意性はあると思います。

高橋：そのコミュニケーションの話ですけど、例えばロ

ボットの試作品を見せて「ここは、こんなふうに

作ったらいいんじゃないの？」というアドバイスを

いただくってすごく大事なこと。一方、SIerが「お

宅の技術はこれに使えます」というような話をする

ことは、自分たちの技術が何に使えるのかという発

想を広げられずにいるサプライヤーにとっても必要

なこと。

辺見：同感ですね。しかも、大手メーカーに納品している

品質を保証された技術をお持ちの方々です。品質保

証の問題は今後、当然ながら出てくると思われま

す。そういったところで言うと、国内なら納品した

部材のトレーサビリティも担保されます。我々のも

のづくりは、小ロットでかつ少量生産にならざるを

得ないんですが、ハードルの高い課題のための特殊

な機材を作っていくことで、マーケットで勝てる可

能性があります。ぜひ一緒に進めて行きたいです

ね。

高橋：そうですね。多様な技術を繋いでオール福島、しか

も高品質なメイド・イン福島も夢じゃない。ぜひ一

緒に頑張って行きましょう。

辺見：もちろんです。
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高橋：早速ですが、ロボットを製品として世の中に出して

いくためには、部材の機能を見直しつつ組み上げて

いくシステムインテグレーター（以下、SIer）が必

要なのですが、御社の業務は、まさにそれではない

かと思います。今日は、福島をロボットの発信基地

にするための話を熱く語り合いたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。

辺見：こちらこそ、よろしくお願いいたします。

高橋：最初に御社の概要からお願いしてもよろしいですか。

辺見：はい。2012年にドローンを使用した空撮業務からス

タートしました。現在は、福島市を拠点に機体の企

画開発と販売、機体の組み立てと補修メンテナン

ス、各種ソリューションの提供などを担うイームズ

ロボティクスと、法人名は別ですが埼玉県ふじみ野

市を拠点に自律制御技術、AI、ディープラーニン

グ、通信技術開発、クラウドコンピューティングな

ど先端技術の開発部門を担うイームズラボがありま

す。主なサービスフィールドは農業、測量、インフ

ラ点検、物流です。そして開発は主に、企業様の業

態に特化したカスタマイズ製品となります。いずれ

も使用目的が明確なので、抱えている課題解決のた

めにどんな工夫が必要か？というところが、我々の

ビジネスの主眼になります。

特殊な任務を担うドローンを
チームを組んでカスタマイズ

高橋：話せる範囲で結構なのですが、例えばどのようなカ

スタマイズがありますか。

辺見：１つ目は豪雨時や火災時も撮影できるドローンやプ

ラント点検など、特殊な任務を持つドローンのため

のさまざまな課題を解決するカスタマイズがありま

す。設計・開発は全て国産ですのでセキュリティの

面も安全安心です。２つ目に果樹王国福島というこ

とで今後は、草刈り機や農薬スプレーヤー、果樹園

内での運搬用車両などのカスタマイズですね。準天

頂衛星『みちびき』の精度による無人化などのご提

案もしています。それから高圧送電線の追尾や、風

力発電ブレードなどの社会インフラ点検などが有力

な分野です。

高橋：それらを恒常的というよりは、課題ごとに臨機応変

に企業同士の提携、アライアンスを組みながら解決

をして行こうということですね。

辺見：はい。お話を頂く開発案件は、我々１社では難しい

ものがほとんどです。解決のためにその都度、ソフ

トウェア会社、位置制御の会社、地図情報を持って

いる会社などでチームを作って取り組んでいます。

近年は稲作や林業、プラント点検系のカスタマイズ

が増えています。「人が少なくなっている」「人間が

行うには危険。または極めて重い労働」「産業として

の集約化が必要。データがない」などの業務を、ド

ローンに置き換えて行こうということです。

高橋：つまり『業務』としてソリューションを行いながら

『技術開発』はアライアンスでという認識でよろし

いですか？

辺見：はい。ある企業の課題解決に向けて行った技術開発

により出来上がってくる機体を、今度は横展開して

いく。そういうイメージです。どこに突破口を作っ

て横展開していくかということですので。最近は、

海洋系など飛ぶドローン以外のご要望も非常に大き

くなってきています。展示会に参加しますと我々が

考えていないような「これで、こういうことができ

ますか」などの話が増えています。我々も「そうい

う用途もあるのか」と気づかされるという感じです

ね。物流は、なかなかハードルが高いのですが、訓

練参加で複数の方々といろいろな電波帯を使い分け

たり、情報を共有化してシステムをつなぎ合わせる

ためのソフトウェアをどうするかなどの検討ができ

るので、非常に意味があると思っています。

の企業訪問に費やしました。出かけて行くと面白い

社長さん、面白い企業が多くて驚きました。ご承知

だと思いますけど福島県は、工業製品の出荷額で見

ると全国で20位くらいの位置で中間。東北では断ト

ツ１位。底力のある県なんですよね。

辺見：私もそう思います。最近とみに思いますね。例え

ば、中国に出すと3週間くらいかかるものが地元な

ら時間的ロスもなく、挙動の微妙な調整もface to 

faceで相談できます。コスト高にはなりますが、納

期の無駄などを換算するとある面では安くなる場合

もあるのかなと。何より３代目、４代目と長くイン

ダストリーをされているような方々の知見も得られ

ます。これは貴重です。

高橋：今のお話は、私の研究室でも同じです。プロトタイ

プは、研究室で作れますが結局、素人の設計にしか

ならない。ところが、企業とコラボすると知恵と工

夫をいただけるのでクオリティが上がる。そこから

また新たなレベルの研究を展開するというサイクルを

繰り返しています。

辺見：「いいものを作るための工夫を誰とやるか」という

ことが、問われ出しているように思います。県内に

は、インダストリーレベルの工夫や解決法を持って

いる企業がたくさんあります。我々が一種のハブの

ようになって、技術があって、知見を持っていらっ

しゃるパートナー企業と連携して進めていけば、課

題も解決でき、コストも抑えられるのではないかと

思います。

高橋：県内の企業はそういうポテンシャルを持っていま

す。ただ宣伝が上手ではないので、ロボット部材開

発検討会を通して見つけていくという作業が必要だ

と思っています。

オール福島で難題を解決
福島産ならトレーサビリティも可能

辺見：ここで2017年と2018年のマッチングイベントのお話

をさせていただいてもよろしいでしょうか。2017年

は、企業の方とあまり話が噛み合いませんでした。と

ころが2018年は、非常にスムーズに話が進んだんで

す。なぜか。答えは、我々自身にありました。企業の

方に「何をしてもらいたいか」というところが、しっ

かりフォーカスできてきたからなんです。それで皆さ

んも受け止めてくださるようになってきたように思い

ます。しかも３個から４個の小ロットで、納期も３日

から４日でというようなお話でも、全く動じる方はお

られませんでした。それよりその先にあるものを期待

福島をロボットの発信基地に
ポテンシャルの高い福島

高橋：聞くほどに、これはまさしくロボット開発の理想形

の１つですね。御社には、ドローンという大きな柱

があって、そこからいろんな技術やサービスが派生

していく。もちろん単体としての販売もある。そう

いうことですよね。実は私、先ほどから結構感動し

ているんですよ（笑）。確かにロボットは、いろい

ろと夢を語れますし、注目もしていただけるのです

が、なかなかビジネスとして成り立っていかないと

いう部分があります。そこをどうするか。解決の

カギを握るのがSIerなんです。今まさに必要な部

材や技術をSIerが「福島にあります」と言って、

どんどん繋いでくれたら、福島をロボットの発信

基地にできる。そして福島は、そういうポテン

シャルを持っているところだと思います。昨年か

らその起爆剤になるような要素技術を、「ロボット

部材開発検討会」の“掘り起こし隊”の活動として、

県内あちらこちら集めて回っているところです。

それにしても御社は、その理想形を実現してい

らっしゃるように思います。

辺見：いやあ、まだまだです。走りだしたばかりですの

で。スピードが命ですから立ち止まったら負けると

いう意識で仕事をしています。

工業製品の出荷額東北で断トツの1位
個性的な社長面白い企業も多い福島

高橋：ところで、この質問は、今回の対談の1つのコアに

なると思うのですが、なぜ福島で事業を始められた

のですか。

辺見：弊社は、テレビユー福島の子会社です。設立する前

段階で、空撮映像のテレビ利用ということがありま

した。ただ、その空撮料金のみで企業活動を行うの

は難しい。だったら産業用ドローンに進出しては？

ということになりました。紆余曲折もあったのです

が、中国製のドローンもにらみながら特殊な課題を

解決する特殊な機体を、ソリューションも含め国内

の技術を繋いで作る企業を確立しようという話にな

りました。そこには、当然「福島イノベーション・

コースト構想」もありました。我々放送局の人間ば

かりですので、震災後の福島で何かしたいという気

持ち、もう少し言えば中央に対して地方、ローカル

の力を示したいと言う思いがとても強かったんで

す。製造パートナーとして福島の企業に依頼したの

も、福島で作りたいという話があってのことでし

た。起業から3期目に入りましたが福島だからとい

うことで不利な点は、全くありません。

高橋：なるほど。私は、福島に来て15年になるのですが、

地元企業と協働したいと思って最初の1年間を県内

して「お付き合いさせていただきます」という皆さん

が多かった。心強く思いました。時間をお金に換えら

れる。コミュニケーションが密にできるということか

らも有意性はあると思います。

高橋：そのコミュニケーションの話ですけど、例えばロ

ボットの試作品を見せて「ここは、こんなふうに

作ったらいいんじゃないの？」というアドバイスを

いただくってすごく大事なこと。一方、SIerが「お

宅の技術はこれに使えます」というような話をする

ことは、自分たちの技術が何に使えるのかという発

想を広げられずにいるサプライヤーにとっても必要

なこと。

辺見：同感ですね。しかも、大手メーカーに納品している

品質を保証された技術をお持ちの方々です。品質保

証の問題は今後、当然ながら出てくると思われま

す。そういったところで言うと、国内なら納品した

部材のトレーサビリティも担保されます。我々のも

のづくりは、小ロットでかつ少量生産にならざるを

得ないんですが、ハードルの高い課題のための特殊

な機材を作っていくことで、マーケットで勝てる可

能性があります。ぜひ一緒に進めて行きたいです

ね。

高橋：そうですね。多様な技術を繋いでオール福島、しか

も高品質なメイド・イン福島も夢じゃない。ぜひ一

緒に頑張って行きましょう。

辺見：もちろんです。

対談／TALK
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ロボットソフト開発
ドローン隊列飛行制御
水中ロボットソフト開発
　ロボット分野は、半歩先の技術を研究、実証するR＆Dセ

ンターを中心に、各事業部が連携して取り組んできた。車

載製品組込みソフトウェア開発の経験を活かし、開発プロ

セスに基づく工程管理、構成管理、品質管理を取り入れ、

品質が保証されるロボット制御ソフトウェア開発にこだわ

りを持つ。

　また、浜通りに本社を置く企業として新たな事業分野に

挑戦し、自社の業績向上はもちろん、地域の復興に寄与した

いとも考えている。会津大学産学連携事業「会津大学ロボッ

トバレー創出推進事業」への参画には、そうした思いが込め

られている。これまでの組込みソフト開発の経験を活かし、

ロボットソフト開発分野への第一歩を踏み出した。

　さらに地域復興実用化開発等促進事業費補助金を活用

し、メソスケール空間の気象観測を想定した「高度2,000m

での27機のドローンによる3次元隊列飛行」の開発にチャ

レンジしている。加えて福島工業高等専門学校との産学連

携ロボット研究開発支援事業により、福島第一原子力発電

所での使用を想定した水中ロボットシステム「ラドほた

る」の開発にも取り組んでおり、どちらも熱い視線を浴び

ている。

新たな拠点
「ながとイノベーションセンター」
　2019年４月にオープンする「ながとイノベーションセン

ター」は、いわき市の廃校を活用した新たな活動拠点だ。

“ドローン・IoTにおけるソフトウェア開発＆実証実験

フィールド”として、自社の開発拠点としての役割と、地域

に開かれた情報交流、情報発信の場などの役割を持つ。

オープンスペースを活用して、いわき市民講座（親子ド

ローン体験教室）を開催するなど、次世代を担ういわき市

の子どもたちが、ITへの興味関心をさらに深くしていくよ

うな企画を温めている。

創業から50余年
信頼と実績で地域貢献
　福島県いわき市に本社がある株式会社東日本計算センター

は、1965年に受託計算業務とセンター業務からスタートし

た。その後、システムエンジニアサービス、ソリューション

サービス、システムインテグレーションサービス、セキュリ

ティコンサルティング、お客様のコアビジネス周辺のビジネ

スプロセスアウトソーシング業務と、事業を拡大しながらお

客様と地域に貢献してきた。本社に加えて東京統括事業所、

横浜事業所、日立事業所、会津オフィスがある。

企業理念と企業ビジョン
［企業理念］ICTサービスを通じ『社会とともに』『お客様とと

もに』『社員とともに』発展していくことを目指している。

［企業ビジョン］経営・ソフトウェア・サービス・研究開発

のすべてにおいて、顧客の期待を大きく超える品質を提供

する。
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株式会社 東日本計算センター
福島ロボットテストフィールドで3次元隊列飛行の実証実験　　

ながとイノベーションセンター（旧永戸小学校）

水中ロボット：ラドほたる27機ドローンの3次元隊列飛行
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雰囲気の漏洩を許さない
二重構造のダブルドアシステム
　搬出入口用扉「ダブルドアシステム」は、わずかでも外

部への漏洩が許されない雰囲気、あるいは外部の雰囲気の

侵入が許されない空間における物品の搬出入のために考案

された。特殊な扉の構造により内側の雰囲気を外側へ、外

側の雰囲気を内側へ漏らすことなく物質を運搬することが

できる。

　その構造は、次の通りだ。隔離された空間に物質を搬出

入する際、隔離区域のドアとコンテナのドア（蓋）が結合

時に二重構造となる。結合した２つのドアは特殊構造の

リップシールで完全に密閉され、外気に触れる箇所（コン

テナおよびコンテナドアの外側）の汚染を防ぐことが可能

となる。これにより雰囲気による汚染はコンテナ内部およ

びコンテナドア内側だけに留まり、雰囲気の漏洩と侵入を

完全に遮った状態で物質の搬出入ができるのだ。設備外へ

の汚染防止にも有効で、前出のパディラックシステムでも

ダブルドアシステムのコンテナを採用することにより汚染

の広がりを防ぐことを可能としている。

　ダブルドアシステムは放射線や有害粉塵の漏洩、大気中の

雑菌の混入が許されない無菌室などにおいて効力を発揮す

る。また、プラント産業、医療機器産業、原子力産業での活

用が可能である。とくに搬出入を含めた放射性物質の厳重な

取り扱いが必要な原子力産業においては、同社が構造の設計

から据付まで一貫して対応し、多くの実績を有している。

六ヶ所村や東海村で納入実績を誇る
パディラックシステム
　木村化工機株式会社は、各種産業の製造工程における化学

機械装置やエネルギー・環境関連機器の開発から設計、製

造、据付、メンテナンスまでを一貫して行う総合プラントエ

ンジニアリング会社だ。

　木村化工機が取り扱う「パディラックシステム」は、輸送

容器内の放射性物質や有害物質を気密状態に保ったまま運

搬、搬出入できる。フランスのLa Calhene社が製造し、木村

化工機が日本国内法規対応および設備の取り扱いなどのエン

ジニアリングを行っている。日本国内の様々な施設で対応可

能で、原子力分野においては青森県六ヶ所村や茨城県東海村

で複数の納入実績を誇る。同システムは、高い遮蔽機能を有

し、有害物質が存在する区域での遠隔作業を可能にする。輸

送容器本体が鉛で鋳造されており、作業者および作業区域を

放射性物質による被曝や汚染から守る構造になっている。輸

送容器コンテナ内の放射性物質が強い放射線を放っている場

合も遮蔽と気密を担保した状態で運搬できる。

07
いわき市 ―― 機械・製缶、工事
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木村化工機 株式会社 福島事務所
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雰囲気の漏洩を許さない
二重構造のダブルドアシステム
　搬出入口用扉「ダブルドアシステム」は、わずかでも外

部への漏洩が許されない雰囲気、あるいは外部の雰囲気の

侵入が許されない空間における物品の搬出入のために考案

された。特殊な扉の構造により内側の雰囲気を外側へ、外

側の雰囲気を内側へ漏らすことなく物質を運搬することが

できる。

　その構造は、次の通りだ。隔離された空間に物質を搬出

入する際、隔離区域のドアとコンテナのドア（蓋）が結合

時に二重構造となる。結合した２つのドアは特殊構造の

リップシールで完全に密閉され、外気に触れる箇所（コン

テナおよびコンテナドアの外側）の汚染を防ぐことが可能

となる。これにより雰囲気による汚染はコンテナ内部およ

びコンテナドア内側だけに留まり、雰囲気の漏洩と侵入を

完全に遮った状態で物質の搬出入ができるのだ。設備外へ

の汚染防止にも有効で、前出のパディラックシステムでも

ダブルドアシステムのコンテナを採用することにより汚染

の広がりを防ぐことを可能としている。

　ダブルドアシステムは放射線や有害粉塵の漏洩、大気中の

雑菌の混入が許されない無菌室などにおいて効力を発揮す

る。また、プラント産業、医療機器産業、原子力産業での活

用が可能である。とくに搬出入を含めた放射性物質の厳重な

取り扱いが必要な原子力産業においては、同社が構造の設計

から据付まで一貫して対応し、多くの実績を有している。

六ヶ所村や東海村で納入実績を誇る
パディラックシステム
　木村化工機株式会社は、各種産業の製造工程における化学

機械装置やエネルギー・環境関連機器の開発から設計、製

造、据付、メンテナンスまでを一貫して行う総合プラントエ

ンジニアリング会社だ。

　木村化工機が取り扱う「パディラックシステム」は、輸送

容器内の放射性物質や有害物質を気密状態に保ったまま運

搬、搬出入できる。フランスのLa Calhene社が製造し、木村

化工機が日本国内法規対応および設備の取り扱いなどのエン

ジニアリングを行っている。日本国内の様々な施設で対応可

能で、原子力分野においては青森県六ヶ所村や茨城県東海村

で複数の納入実績を誇る。同システムは、高い遮蔽機能を有

し、有害物質が存在する区域での遠隔作業を可能にする。輸

送容器本体が鉛で鋳造されており、作業者および作業区域を

放射性物質による被曝や汚染から守る構造になっている。輸

送容器コンテナ内の放射性物質が強い放射線を放っている場

合も遮蔽と気密を担保した状態で運搬できる。
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仕事」をロボティクス技術へと置き換えて行こうと奮闘して

いる。安全、安心、正確などの恩恵をもたらす、社会に必要

とされる「道具」としてのソーシャルロボティクス企業を目

指しているのがイームズだ。

人・研究・技術・部材を繋ぐ
プラットフォーム
　お客様からの相談は、いずれも使用の目的が明確だ。課題

解決のためにどんなカスタマイズが必要かを考え、実現する

ためにどんな知恵や工夫が、はたまたどんな部品が、さらに

はどんな技術が必要かを考え、提案をしていくのがイームズ

の使命だ。ドローンと無人地上車両の設計から製造まで

を福島県内の企業と協業して完結・実現させ、「Made in 

Fukushima」の全国展開を目指している。

　日々の自己研鑽も怠らない。ドクターヘリの訓練参加で

は、参加される複数の方々と同社ドローンの位置情報の共有

や電波帯の使い分けなどの情報交換を行い、常に次のオー

ダーに向けて準備をしている。イームズは、プラットフォー

ムという立ち位置で人、研究、アイデア、技術、部材を繋ぎ

ながら広くビジネス展開している。

［無人航空機（ドローン）］

　多くのベースモデルから、お客様の業務に合わせた機材を素

早く設計。また、フレームのみならず、制御ソフト、人工知能の

組み込み、運行管理などのクラウドソフトの開発も行っている。

［無人車両（UGV）］

　点検・警備、無人搬送、農業での利用で活用され始めて

いる。地上を走行する機材のため安全性も高く、機械学習

による自動運転などの導入も進んでいる。小型のタイプか

らペイロード200Kg以上のタイプ、4輪操舵4輪駆動など

様々なベースモデルを用意している。

［機体制御技術］

　コントローラーには、オープンソースであるArduPilotを

使用し、開発にも深く参画、産業用途に適応する機能開発を

支援している。物流に使用する物品切り離しの機能（特許出

願中）や、Lidarを用いた離隔制御、OpenKAIとの接続モ

ジュールなど追加してきているほか、さらに複数のセンサー

情報を総合的に判定し信頼性を高めるEKF（拡張カルマン

フィルター）の最適化や、機体剛性、モーター、プロペラと

いった全体モデルでのチューニングにも長けている。

［運用技術］

　開発には、機材を運用する技術はもっとも重要と考え、

お客さまと共に現場試験を行なっている。無人機運用の経

験豊富なスタッフにより、機材の問題点、改良点を見出し、

機材開発にフィードバックすることで、より業務に最適な

モデルに仕上げる。また、現場での運用経験は、無人機本

体だけでなく周辺機材の開発にも役立っている。

目指しているのは、社会に必要とされる
道具としてのソーシャルロボティクス企業
　イームズロボティクスは2012年、ドローンを使用した空

撮業務からスタートした企業だ。社名は、Engineering for 

Autonomous Mobilitiesの頭文字を取って名付けられた。

　現在は、測量サーベイ用機体、可搬性に優れた汎用機体、

レーザースキャナー搭載用機体、安価な農業散布機体や災害

救急用機体、インフラ点検などの防塵防滴化機体に留まる

ことなく、物流UGV（無人地上車輌）、ディープラーニン

グ研究開発用キットなど、多用途にわたる農林水産・防

災・医療・研究向けの自律モビリティーの開発と販売を

行っている。

　いずれも根底にあるのは、過疎化、高齢化が進む地方の人

口減と経験者不足などの課題の解決だ。システムインテグ

レーターとして、UAVを含めたすべての製品とソリューショ

ン提案によって、「人間が行うには危険な仕事」「人間にとっ

て極めて重い労働」「多くの人数と労力、時間を必要とする

08
福島市 ―― ロボット開発・製造・販売

課
題
解
決
の
た
め
に

必
要
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
導
く

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

イームズロボティクス 株式会社
「Made in Fukushima」の安全性・クオリティ　　

E-695MP「用途に合わせたカスタマイズ」

ベースモデルからニーズに合わせた設計

22



仕事」をロボティクス技術へと置き換えて行こうと奮闘して

いる。安全、安心、正確などの恩恵をもたらす、社会に必要

とされる「道具」としてのソーシャルロボティクス企業を目

指しているのがイームズだ。

人・研究・技術・部材を繋ぐ
プラットフォーム
　お客様からの相談は、いずれも使用の目的が明確だ。課題

解決のためにどんなカスタマイズが必要かを考え、実現する

ためにどんな知恵や工夫が、はたまたどんな部品が、さらに

はどんな技術が必要かを考え、提案をしていくのがイームズ

の使命だ。ドローンと無人地上車両の設計から製造まで

を福島県内の企業と協業して完結・実現させ、「Made in 

Fukushima」の全国展開を目指している。

　日々の自己研鑽も怠らない。ドクターヘリの訓練参加で

は、参加される複数の方々と同社ドローンの位置情報の共有

や電波帯の使い分けなどの情報交換を行い、常に次のオー

ダーに向けて準備をしている。イームズは、プラットフォー

ムという立ち位置で人、研究、アイデア、技術、部材を繋ぎ

ながら広くビジネス展開している。

［無人航空機（ドローン）］

　多くのベースモデルから、お客様の業務に合わせた機材を素

早く設計。また、フレームのみならず、制御ソフト、人工知能の

組み込み、運行管理などのクラウドソフトの開発も行っている。

［無人車両（UGV）］

　点検・警備、無人搬送、農業での利用で活用され始めて

いる。地上を走行する機材のため安全性も高く、機械学習

による自動運転などの導入も進んでいる。小型のタイプか

らペイロード200Kg以上のタイプ、4輪操舵4輪駆動など

様々なベースモデルを用意している。

［機体制御技術］

　コントローラーには、オープンソースであるArduPilotを

使用し、開発にも深く参画、産業用途に適応する機能開発を

支援している。物流に使用する物品切り離しの機能（特許出

願中）や、Lidarを用いた離隔制御、OpenKAIとの接続モ

ジュールなど追加してきているほか、さらに複数のセンサー

情報を総合的に判定し信頼性を高めるEKF（拡張カルマン

フィルター）の最適化や、機体剛性、モーター、プロペラと

いった全体モデルでのチューニングにも長けている。

［運用技術］

　開発には、機材を運用する技術はもっとも重要と考え、

お客さまと共に現場試験を行なっている。無人機運用の経

験豊富なスタッフにより、機材の問題点、改良点を見出し、

機材開発にフィードバックすることで、より業務に最適な

モデルに仕上げる。また、現場での運用経験は、無人機本

体だけでなく周辺機材の開発にも役立っている。

目指しているのは、社会に必要とされる
道具としてのソーシャルロボティクス企業
　イームズロボティクスは2012年、ドローンを使用した空

撮業務からスタートした企業だ。社名は、Engineering for 

Autonomous Mobilitiesの頭文字を取って名付けられた。

　現在は、測量サーベイ用機体、可搬性に優れた汎用機体、

レーザースキャナー搭載用機体、安価な農業散布機体や災害

救急用機体、インフラ点検などの防塵防滴化機体に留まる

ことなく、物流UGV（無人地上車輌）、ディープラーニン

グ研究開発用キットなど、多用途にわたる農林水産・防

災・医療・研究向けの自律モビリティーの開発と販売を

行っている。

　いずれも根底にあるのは、過疎化、高齢化が進む地方の人

口減と経験者不足などの課題の解決だ。システムインテグ

レーターとして、UAVを含めたすべての製品とソリューショ

ン提案によって、「人間が行うには危険な仕事」「人間にとっ

て極めて重い労働」「多くの人数と労力、時間を必要とする
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通信エンジアリングサービスの提供

　創業以来、築き上げてきた無線通信技術分野を核に、デ

ジタル革新時代に求められるプロダクトの開発・製造、保

守運用、さらには技術者派遣まで総合的に提供している。

ICT、IoT、そしてAIの活用領域における全く新しいビジネ

スチャンスを、お客様とともに切り開くべく、全社をあげ

て取り組んでいる。

Ⅰ. PRODUCT（ものづくり）

　生活に身近な通信インフラに関する製品から小惑星探

査機に搭載される製品まで、熟練の技術者が最善で最適

な一品を目指し、多種多様な注文に少量生産から対応。

Ⅱ. FIELD ENGINEERING（現地施工）

　確かな現場力を持つプロたちが東北全域をカバー。無

線通信工事、機器の調整、検査、施工から草刈り、防草

シートの貼り込みも行う。

Ⅲ. TECHNICAL PERSONNEL DISPATCHING（技術支援）

①お客様からの依頼を請け負い、業務の遂行・完成までを

ワンストップで行う受託型エンジニアリングサービス。

②お客様のもとに技術者を派遣し、技術スタッフとして

業務に従事する派遣型エンジニアリングサービス。ど

ちらも多数の企業様との契約実績があり、喜ばれてい

る。「社内にない技術で解決して欲しい」「即戦力のエン

ジニアが必要」「確かな人柄の人材を探している」など

の要望に合わせた、技術支援・人材派遣も行っている。

地域のニーズに対応

　福島県の支援プロジェクトの活用による３事業も開始し

た。「エネルギー事業」は、阿武隈地域および沿岸地域で計

画されている大規模な風力発電プロジェクトを始めとした

風力発電分野の保守管理（Ｏ＆Ｍ）事業への参入を目指し

ている。「復興事業」は、浜通りを中心に被災地の復興、避

難者帰還地域での高齢化による医療介護問題、営農再開に

あたっての鳥獣害問題に対応して取り組んでいる。「医療・

ロボット事業」は、「ふくしま医療関連ビジネス研究会」

「ふくしまロボット産業推進協議会」の新たな産業分野に

参入することを目指している。

揺るがない「ものづくり」への
チャレンジ
　株式会社福島三技協は1988年4月、三技協グループの一

員として産声を上げた企業だ。無線通信機を中心に製造、

移動体基地局の保守サービスを提供している。

　三技協グループは、130を超える国と地域にて衛星・マ

イクロ通信の置局の設計や施工・現調に携わり、近年、目

覚ましい普及を遂げた携帯電話のエリア拡充や品質向上に

貢献してきた。また新しいチャレンジとして、ドイツ

Fraunhofer HHI研究所の世界最先端の技術を用いたLEDの

光を使った無線通信システム「LED Backhaul」をリリース

した。福島三技協は、その製造を一手に引き受け、量産し

ている。LEDの光という新しい周波数スペクトルを利用し

た無線通信は、稼働性に優れ、セキュアで安定した通信

ネットワークを構築できることから、発電所や工場などノ

イズの大きい環境や、イベントなど一時的な通信ネット

ワークの利用が期待されている。

09
福島市 ―― ものづくり（PRODUCT）・現地施工（FIELD ENGINEERING）・技術支援（TECHNICAL PERSONNEL DISPATCHING）

技術と品質、確かな人材を誇りに
optimization思考による価値創造

株式会社 福島三技協
世界最先端の無線通信システムを福島で生産　　

LEDの光を使った無線通信システム「LED Backhaul」

失敗が許されない物づくりへのチャレンジ
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通信エンジアリングサービスの提供

　創業以来、築き上げてきた無線通信技術分野を核に、デ

ジタル革新時代に求められるプロダクトの開発・製造、保

守運用、さらには技術者派遣まで総合的に提供している。

ICT、IoT、そしてAIの活用領域における全く新しいビジネ

スチャンスを、お客様とともに切り開くべく、全社をあげ

て取り組んでいる。

Ⅰ. PRODUCT（ものづくり）

　生活に身近な通信インフラに関する製品から小惑星探

査機に搭載される製品まで、熟練の技術者が最善で最適

な一品を目指し、多種多様な注文に少量生産から対応。

Ⅱ. FIELD ENGINEERING（現地施工）

　確かな現場力を持つプロたちが東北全域をカバー。無

線通信工事、機器の調整、検査、施工から草刈り、防草

シートの貼り込みも行う。

Ⅲ. TECHNICAL PERSONNEL DISPATCHING（技術支援）

①お客様からの依頼を請け負い、業務の遂行・完成までを

ワンストップで行う受託型エンジニアリングサービス。

②お客様のもとに技術者を派遣し、技術スタッフとして

業務に従事する派遣型エンジニアリングサービス。ど

ちらも多数の企業様との契約実績があり、喜ばれてい

る。「社内にない技術で解決して欲しい」「即戦力のエン

ジニアが必要」「確かな人柄の人材を探している」など

の要望に合わせた、技術支援・人材派遣も行っている。

地域のニーズに対応

　福島県の支援プロジェクトの活用による３事業も開始し

た。「エネルギー事業」は、阿武隈地域および沿岸地域で計

画されている大規模な風力発電プロジェクトを始めとした

風力発電分野の保守管理（Ｏ＆Ｍ）事業への参入を目指し

ている。「復興事業」は、浜通りを中心に被災地の復興、避

難者帰還地域での高齢化による医療介護問題、営農再開に

あたっての鳥獣害問題に対応して取り組んでいる。「医療・

ロボット事業」は、「ふくしま医療関連ビジネス研究会」

「ふくしまロボット産業推進協議会」の新たな産業分野に

参入することを目指している。

揺るがない「ものづくり」への
チャレンジ
　株式会社福島三技協は1988年4月、三技協グループの一

員として産声を上げた企業だ。無線通信機を中心に製造、

移動体基地局の保守サービスを提供している。

　三技協グループは、130を超える国と地域にて衛星・マ

イクロ通信の置局の設計や施工・現調に携わり、近年、目

覚ましい普及を遂げた携帯電話のエリア拡充や品質向上に

貢献してきた。また新しいチャレンジとして、ドイツ

Fraunhofer HHI研究所の世界最先端の技術を用いたLEDの

光を使った無線通信システム「LED Backhaul」をリリース

した。福島三技協は、その製造を一手に引き受け、量産し

ている。LEDの光という新しい周波数スペクトルを利用し

た無線通信は、稼働性に優れ、セキュアで安定した通信

ネットワークを構築できることから、発電所や工場などノ
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福島市 ―― ものづくり（PRODUCT）・現地施工（FIELD ENGINEERING）・技術支援（TECHNICAL PERSONNEL DISPATCHING）
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　中央精機には、様々な要請の中から成長した製品や研究

者の声から生まれた製品が数多くある。その一部を以下に

紹介する。

高速・高追従性・高再現性の
オートフォーカス
　顕微鏡用オートフォーカス装置として1987年より販売を

開始。その時代のニーズに的確に対応し、改良を重ねてき

た。金属面はもちろん、ガラス・プラスチックなどの透明

体表面、窪みや穴のある表面、反射率の低い紙やフィルタ

にも高速オートフォーカスで対応する。他社では満足でき

ないお客様のニーズに全力で応えている。

ロボット技術の部品として
注目される「メカニカルユニット」
　パルスステージは、1975年に研究者の声から生まれた商品

であり、その後自動メカニカルステージの最高峰製品として

市販を開始。現在では、100機種以上の商品となっている。

　1990年に誕生したマイクロスキャニングステージも研究

者の声がきっかけだ。金属顕微鏡、生物顕微鏡などに容易

に取り付けられ、簡単に自動載物台として使えるものをと

いうニーズに応えた。現在、様々なロボットのパーツ部品

として使用される機会が増えている。

メカニック・光・電気の技術で
産業界に貢献
　1964年、日本光学測定機工業会のメンバーにも加えられた

中央精機株式会社（以下、中央精機）は、1955年の創業だ。

企業理念を「Science Spirits」「Independence Spirits」とし、

お客様の期待に応えるべく英知を集め努力を続けてきた。独

立心旺盛な科学者魂は、日本の精密工業界で様々なエポック

メイキングとなる成果をあげ、その発展に貢献してきた。

　自社ブランドの精密位置決め機器「メカニカルステージシ

ステム」や「ハイグレードステージ」、工作顕微鏡「ツールス

コープ」、光学実験器具、またそれらの技術を応用した各種

の光学測定装置などは、私たちが仕事や日常で使用している

機械、測定器、家電、情報機器などを生産する過程で使われ

ている。

　現代の産業界を支えてきたこれらの実績は、メカニックの技

術、光の技術、電気の技術という三位一体のテクノロジーを

ベースに研究開発に邁進した果実と言っても過言ではない。

10
白河市 ―― 製造業（光学測定器）
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中央精機 株式会社 白河工場
マイクロスキャニングステージ　MSS-150C　　

自動メカニカルステージ　ALD-6012-G1M

顕微鏡用オートフォーカス装置

XY専用ねじ式ステージ出荷前検査
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[電子部品･デバイス・電子回路製造業（電子部品実装／組立）]
〒976-0006　相馬市石上字宝田69
TEL 0244-36-0111　FAX 0244-36-8480
� post@arena-net.co.jp　
� http://www.arena-net.co.jp

株式会社 アリーナ

[精密部品加工]
〒975-0076　南相馬市原町区信田沢字下信田328-10
TEL 0244-22-4534　FAX 0244-23-4555
� kobama8＠io.ocn.ne.jp
� http://kobama.web.fc2.com/

小浜製作所 有限会社

[産業用機器設計、製造業]
〒975-0061　南相馬市原町区大木戸字八方内７７
TEL 0244-22-6201　FAX 0244-22-6236
� k_watanabe@takawaseimitu.co.jp　
� http://www.takawaseimitu.co.jp/

株式会社 タカワ精密

[産業用モータ部品製造・ロボット用モータ開発]
〒975-0037　南相馬市原町区北原字東原333-3
TEL 0244-32-0233　FAX 0244-32-0234 （原町工場）
� k-masayuki@winding-f.jp　
� http://www.winding-f.jp

有限会社 ワインデング福島

[精密部品加工]
〒960-1801　相馬郡飯舘村草野字向押25－1
TEL 0244-42-0913　FAX 0244-42-1123
� k-morioka@kikuchiseisakusho.co.jp　
� http://www.kikuchiseisakusho.co.jp/

株式会社 菊池製作所

[情報サービス]
〒970-8026　いわき市平字研町2
TEL 0246-21-5500　FAX 0246-35-0705
� eac@eac-inc.co.jp　
� https://www.eac-inc.co.jp

株式会社 東日本計算センター

[機械・製缶、工事]
〒970-8026　いわき市平字作町一丁目9-3
TEL 0246-85-0758　FAX 0246-85-0759
� enekan@kcpc.co.jp
� https://www.kcpc.co.jp/　

木村化工機 株式会社 福島事務所

[ロボット開発・製造・販売]
〒960-8074　福島市西中央2丁目21
TEL 024-573-7880　FAX 024-573-7882
� info@eams-robo.co.jp　
� https://eams-robo.co.jp/

イームズロボティクス 株式会社

[ものづくり（PRODUCT）、現地施工（FIELD ENGINEERING）、
 技術支援（TECHNICAL PERSONNEL DISPATCHING）]
〒960-2152　福島市土船字明神前1-1
TEL 024-593-3111　FAX 024-594-2122
� info@fukushima-sgc.com　
� http://www.fukushima-sgc.com/

株式会社 福島三技協

[製造業（光学測定器）]
〒961-0835　白河市白坂三輪台65
TEL 0248-28-2931　FAX 0248-28-2271
� s-suzuki@chuo.co.jp　
� https://www.chuo.co.jp/

中央精機 株式会社 白河工場

掲載企業リスト
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制　作

福島県商工労働部ロボット産業推進室
〒960-8670　福島市杉妻町2番16号
TEL 024-521-8568　FAX 024-521-7932
 robot@pref.fukushima.lg.jp



F U K U S H I M A

Researcher. Business. Technology

Vol.2
本冊子「R.B.T」は、研究者（R）とビジネス（B）を

つなぐ高度な技術（T）を皆様に御紹介するため

制作いたしました。福島県が誇るロボット関連技

術の数 を々どうぞ御覧ください。

つながる技術、つながる人


